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第
三
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
投
資
家
以
外
の
利
用
者
へ
の
復
帰
申
出
を
し
た

法
人
に
交
付
す
る
書
面
の
記
載
事
項
）

第
三
十
三
条
の
二

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条

の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条
の
三
第
十
項

の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
す
る
日
（
第
三
号
に
お
い
て

「
承
諾
日
」
と
い
う
。）

二

対
象
契
約
が
特
定
共
済
契
約
で
あ
る
旨

三

承
諾
日
以
後
に
対
象
契
約
の
締
結
の
勧
誘
又
は
締

結
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
準
用
金
融
商
品
取
引
法

第
三
十
四
条
の
三
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し

た
法
人
を
再
び
特
定
投
資
家
以
外
の
利
用
者
と
し
て

取
り
扱
う
旨

第
三
十
五
条
第
一
号
中
「
第
三
十
四
条
の
四
第
四
項
」

を
「
第
三
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、「
次
号
」
の
下

に
「
、
次
条
第
二
項
、
第
三
十
七
条
第
二
項
第
三
号
及
び

第
三
十
七
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
の
四
第
四
項
」

を
「
第
三
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
次
条
第
二
項
」
の
下
に
「
第
一
号
及
び
第
三
十
七
条

の
二
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条
の
四
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条

の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日

は
、
前
項
の
組
合
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
日
で

あ
つ
て
承
諾
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
の
日
の
う
ち

最
も
遅
い
日
と
す
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
の
四
第
四
項
」

を
「
第
三
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、「
次
項
」
の
下

に
「
及
び
第
三
十
七
条
の
三
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
第
三
十
四
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条
の
四
第

六
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

申
出
者
は
、
承
諾
日
以
後
い
つ
で
も
、
準
用
金
融

商
品
取
引
法
第
三
十
四
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
申
出
が
で
き
る
旨

第
三
十
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
申
出
を
し
た
特
定
投
資
家
以
外
の
利
用
者
で
あ
る
個

人
が
更
新
申
出
を
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
）

第
三
十
七
条
の
二

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条

の
四
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
準
用
金
融
商
品
取
引

法
第
三
十
四
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
期
間
は
、
十
一
月
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
）
と
す

る
。

一

承
諾
日
か
ら
期
限
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
に
満
た

な
い
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
当
該

期
間
か
ら
一
月
を
控
除
し
た
期
間

二

承
諾
日
か
ら
期
限
日
ま
で
の
期
間
が
一
月
を
超
え

な
い
場
合

一
日

２

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条
の
四
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条

の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
各
号
中
「
承
諾
日
」
と
あ

る
の
は
、「
前
回
の
期
限
日
の
翌
日
」
と
す
る
。

（
特
定
投
資
家
以
外
の
利
用
者
へ
の
復
帰
申
出
を
し
た

個
人
に
交
付
す
る
書
面
の
記
載
事
項
）

第
三
十
七
条
の
三

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条

の
四
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
準
用
金
融
商
品
取
引

法
第
三
十
四
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条
の
四
第
五
項

の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
す
る
日
（
第
三
号
に
お
い
て

「
承
諾
日
」
と
い
う
。）

二

対
象
契
約
が
特
定
共
済
契
約
で
あ
る
旨

三

承
諾
日
以
後
に
対
象
契
約
の
締
結
の
勧
誘
又
は
締

結
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
準
用
金
融
商
品
取
引
法

第
三
十
四
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し

た
個
人
を
再
び
特
定
投
資
家
以
外
の
利
用
者
と
し
て

取
り
扱
う
旨

第
四
十
九
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
三
十
八
条

第
六
号
」
を
「
第
三
十
八
条
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第

一
号
中
「
第
三
十
四
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条

の
四
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
第
二
号
中
「
判
断
」
の
下
に
「
及
び
そ
の

理
由
」
を
加
え
る
。

第
七
十
二
条
第
二
項
中
「
売
上
高
」
の
下
に「（
役
務
収

益
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
七
十
四
条
中
「
、
連
結
貸
借
対
照
表
の
」
を
「
連
結

貸
借
対
照
表
の
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
中
「
、
連
結
損
益
計
算
書
の
」
を
「
連
結

損
益
計
算
書
の
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
中
「
、
連
結
純
資
産
変
動
計
算
書
の
」
を

「
連
結
純
資
産
変
動
計
算
書
の
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
第
二
項
中
「
持
分
法
の
」
の
下
に
「
適
用

の
」
を
加
え
る
。

第
八
十
一
条
第
三
項
第
一
号
ホ
中
「
棚
卸
資
産
」を「
た

な
卸
資
産
」
に
、
同
号
リ
中
「
現
金
化
で
き
る
」
を
「
現

金
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ヲ
中
「
支
払
」
を
「
支
払

わ
れ
、」に
改
め
、
同
号
ヲ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ル
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヲ

資
産
除
去
債
務
（
有
形
固
定
資
産
の
取
得
、
建

設
、
開
発
又
は
通
常
の
使
用
に
よ
つ
て
生
じ
る
当

該
有
形
固
定
資
産
の
除
去
に
関
す
る
法
律
上
の
義

務
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
う
ち
、
一
年
内
に
履
行
さ
れ
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の

第
八
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

資
産
除
去
債
務
の
う
ち
、
前
号
ヲ
に
掲
げ
る
も

の
以
外
の
も
の

第
八
十
四
条
第
七
項
第
二
号
中
「
損
失
の
可
能
性
」
を

「
損
失
の
危
険
」
に
、「
当
該
可
能
性
」
を
「
当
該
損
失
の

危
険
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
た
な
卸
資
産
及
び
工
事
損
失
引
当
金
の
表
示
）

第
八
十
四
条
の
二

同
一
の
工
事
契
約
（
請
負
契
約
の
う

ち
、
土
木
、
建
築
、
造
船
、
機
械
装
置
の
製
造
そ
の
他

の
仕
事
に
係
る
基
本
的
な
仕
様
及
び
作
業
内
容
が
注
文

者
の
指
図
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
を
い
う
。）に
係
る
た

な
卸
資
産
及
び
工
事
損
失
引
当
金
が
あ
る
場
合
に
は
、

両
者
を
相
殺
し
た
差
額
を
た
な
卸
資
産
又
は
工
事
損
失

引
当
金
と
し
て
流
動
資
産
又
は
流
動
負
債
に
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
四
条
第
七
項
中
「
前
期
損
益
修
正
益
」
の
下
に

「
、
負
の
の
れ
ん
発
生
益
」
を
加
え
る
。

第
九
十
五
条
第
三
項
中
「
、
事
業
総
損
失
金
」
を
「
事

業
総
損
失
金
」
に
改
め
る
。

第
九
十
六
条
第
二
項
中
「
、
事
業
損
失
金
」
を
「
事
業

損
失
金
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
第
一
項
中
「
加
算
し
て
」
を
「
加
え
て
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
経
常
損
失
金
」
を
「
経
常

損
失
金
」
に
改
め
る
。

第
九
十
八
条
第
一
項
中
「
加
算
し
て
」
を
「
加
え
て
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
税
引
前
当
期
損
失
金
」
を

「
税
引
前
当
期
損
失
金
」
に
改
め
る
。

第
九
十
九
条
第
一
項
中
「
及
び
第
四
号
」
を
「
か
ら
第

五
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、

第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

三

税
金
等
調
整
前
当
期
剰
余
金
又
は
税
金
等
調
整
前

当
期
損
失
金
と
し
て
表
示
し
た
額
に
第
一
号
及
び
前

号
に
掲
げ
る
額
を
加
減
し
て
得
た
額

第
百
条
第
一
項
第
二
号
中
「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
を

「
前
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
か

ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
、
当
期
損
失
金
」
を
「
当
期
損
失
金
」

に
改
め
る
。

第
百
九
条
第
一
項
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
九

号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号

の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八

金
融
商
品
に
関
す
る
注
記

九

持
分
法
損
益
等
に
関
す
る
注
記

第
百
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
一
号
」
の
下
に
「
及

び
第
九
号
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
八
号
ま
で
」

を
「
第
七
号
ま
で
、
第
九
号
及
び
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
百
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
継
続
組
合
の
前
提
に
関
す
る
注
記
）

第
百
十
一
条

継
続
組
合
の
前
提
に
関
す
る
注
記
は
、
事

業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
、
当
該
組
合
が
将
来
に
わ
た

つ
て
事
業
を
継
続
す
る
と
の
前
提
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
継
続
組
合
の
前
提
」
と
い
う
。）に
重
要
な
疑
義

を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
象
又
は
状
況
が
存
在
す
る
場

合
で
あ
つ
て
、
当
該
事
象
又
は
状
況
を
解
消
し
、
又
は

改
善
す
る
た
め
の
対
応
を
し
て
も
な
お
継
続
組
合
の
前

提
に
関
す
る
重
要
な
不
確
実
性
が
認
め
ら
れ
る
と
き

（
当
該
事
業
年
度
の
末
日
後
に
当
該
重
要
な
不
確
実
性

が
認
め
ら
れ
な
く
な
つ
た
場
合
を
除
く
。）に
お
け
る
次

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

当
該
事
象
又
は
状
況
が
存
在
す
る
旨
及
び
そ
の
内

容
二

当
該
事
象
又
は
状
況
を
解
消
し
、
又
は
改
善
す
る

た
め
の
対
応
策

三

当
該
重
要
な
不
確
実
性
が
認
め
ら
れ
る
旨
及
び
そ

の
理
由

四

当
該
重
要
な
不
確
実
性
の
影
響
を
決
算
関
係
書
類

（
連
結
注
記
に
あ
つ
て
は
、
連
結
決
算
関
係
書
類
）

に
反
映
し
て
い
る
か
否
か
の
別

第
百
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。ホ

開
示
対
象
特
別
目
的
会
社（
特
別
目
的
会
社（
資

産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第

百
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
目
的

会
社
及
び
事
業
内
容
の
変
更
が
制
限
さ
れ
て
い
る

こ
れ
と
同
様
の
事
業
を
営
む
事
業
体
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）の
う
ち
、
第
二
百
十
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
当
該
特
別
目
的
会
社
に
対
す
る
出
資
者
及

び
当
該
特
別
目
的
会
社
に
資
産
を
譲
渡
し
た
組
合
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